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 要　　旨
　欧州では、EuroVeloに代表される欧州縦断自転車専用道の整備とともに自転車を活用した滞在型観
光が盛んである。本稿では、チェコ共和国の事例から自転車専用道整備の実態や行政の役割を把握し、
滞在型観光の可能性について知見を得ることを目的として調査分析した。
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Ⅰ．はじめに
1．研究の背景
　日本では近年、自転車競技会や一般市民参加型
の自転車イベントが盛んである。長野県内において
も、ツールド美ヶ原やツールド乗鞍等の歴史ある自
転車競技会がある一方、風光明媚なル トーや様々
な難易度のコ スーを設定し、地域住民を巻き込んだ
「ふるまい」と呼ばれるおもてなしを提供する自転
車イベントが複数の市町村において実施されてい
る。また、瀬戸内海の島々を走る「しまなみ海道」
に代表されるような通年型の自転車観光ル トーも、
日本人のみならず急増する訪日外国人からも注目
されている。注1
　観光庁では、地域固有の観光資源を活かし、多
様化する旅行者のニーズに即した観光を提供する
ことをニューツ リーズムとして捉えており、体験型・交
流型の様式を取り入れた旅行形態としてその振興
を図っている。ニューツ リーズムのカテゴリー としては、
エコツ リーズム、グリー ンツ リーズム、ヘルスツ リーズム、
産業観光等を挙げている。注2 自転車を活用した観
光は、財団法人日本サイクリング協会の「地域活性
化に資するサイクリング活用方策の調査研究報告」
によると、スポーツツ リーズムの一形態として分類さ
れている。1）しかしながら、自転車を活用した観光は、
利用者の目的を基に分類するならば、スポーツという
カテゴリー だけでは不十分であり、エコツ リーズムと
ヘルスツ リーズムの両方の特徴を活かした体験型・
交流型のニューツ リーズムの一形態と言えよう。健
康増進にも役立ち、環境にも優しい自転車を活かし
た観光は、広範囲な移動を可能とすることから、観
光資源の「点」の消費から、より時間をかけた「面」
の消費へと誘導させることが可能であり、様々な自
転車道ル トーの選定や自転車専用道のインフラ整
備が今後も進むものと期待される。それに伴い、道
路整備等のハ ドーのみならず自転車を観光に活用
させる仕組み作りも重要な課題として引き続き議論
されるべきであろう。特に観光地においては、観光が
もたらす経済効果のみならず、観光者と地域住民と
の交流から生じる社会効果の便益を意識した自転
車ツ リーズムの在り様が求められる。
　一方、欧州ではEuroVeloと言われる欧州縦断長
距離自転車道（The European Cycle Route 
Network）の整備が進み、現在14ルールが縦横に
延びノルウェーからイタリアまで国境を越えた自転
車による移動が可能となっている。注3 国境を跨ぐ
長距離自転車道ではあるが、日常の通勤や通学、
市民のレジャー目的の短距離移動にも使われてお
り、チェコ共和国には4ル トーが整備されている。
欧州には、ツールドフランスのような世界的にも有
名な自転車競技会もあるが、自転車専用道は日常
の移動手段として一般市民にも広く利用されている。
古倉（2011）によると、欧州では各国の共通テーマ
として、健康と環境のための切り札として自転車の
奨励策が重要性を増してきている。観光が主たる
目的ではなく、国、地方を問わず自転車計画の策定
には、地球環境の観点から自転車が奨励されてき
ている背景がある。2）
　自転車競技会や自転車イベントではなく通年型の
自転車観光振興に注視することで、今後日本におい
ても持続可能な滞在型観光の移動手段として、自
転車がより一層重要視されてくるだろう。そのために
も、欧州の自転車道の現状や自転車を利用した観
光の実態を明らかにすることにより、日本の観光地に
おける自転車ツ リーズムに有益な知見を得ることが
できると言えよう。
2．本研究の目的及び方法
　本研究の目的は、①チェコ共和国の自転車道と
周辺施設整備の実態を整理し、②自転車を活用し
た街づくりと自転社観光振興における行政の関わり
について事例から学び、③自転車を用いた滞在型
観光の可能性を明らかにした。
　調査の方法は、松本大学の国際交流姉妹提携
先であるチェコ共和国の国立パルドビッツェ大学に
調査協力を依頼し、2015年9月13日（日）にパルドビッ
ツェ市郊外の自転車専用道を実際に20キロ走行す
る参与観察を実施した。また、パルドビッツェ州観光
開発部、パルドビッツェ市都市計画部、プラハ市都
市開発部、民間の自転車ツアーオペレータ 「ープラ
ハバイク」の担当者に対し、それぞれ自転車道整備
と観光振興に関する聴き取り調査を行った。
Ⅱ．チェコ共和国における自転車専用
道と周辺施設整備
1．チェコ共和国内の自転車専用道
　チェコ共和国内に敷設されている自転車道は、前
掲のEuroVelo欧州長距離自転車道の7番ル トー（ノ
ルウェーからマルタ）、4番ル トー（フランスからウクライ
ナ）、9番ル トー（ポ ラーンドからクロアチア）13番ル トー
（ノルウェー からブルガリア）がある（図1）。
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　加えて、Greenways自転車道という平原や森、川
沿い等の自然美豊かな場所を走るル トーが現在8本
ある。Greenwaysは、欧州グリーンウェイ協会
（European Greenways Association）が統括する
欧州自転車道ネットワ クーである。欧州グリー ンウェイ
協会は、自然環境保全に加えて、歴史的街道や宗教
街道などを保存し自転車道として活用するだけでな
く、道路周辺にある歴史的建造物の保存、観光振興
などの活動も併せて行っている（図2）。
2．駅と電車
　今回の調査で実際に走行したのは、パルドビッツェ
州を通るGreenwayの2番ル トー（図2参照）である。
まず、パルドビッツェ駅より自転車をプラハ方面行きの
電車に乗せ、Kuks駅まで移動した。駅前の広場には、
必ず自転車置き場が設定されている。パルドビッツェ
駅は、プラットホームが2つある比較的大きな駅である。
自転車を移動する際には自分で自転車を抱え階段を
昇降する必要があるが、階段が緩やかなことと階段
図1．チェコ共和国内EuroVelo ネットワーク
出所： Greemways.cz（http://www.greenways.cz/EuroVelo/EuroVelo-v-CR.aspx）
図2．チェコ共和国内グリーンウェイネットワーク
出所： Greenways.cz（http://www.greenways.cz/Greenways-v-CR.aspx）
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の真ん中にスロープがあるためさほど移動は困難で
はない。自転車を電車に乗せるには、日本の場合自転
車を輪行用の手荷物袋に入れて乗車する必要があ
るが、チェコを含むヨー ロッパの電車ではその必要は
ない。自転車のピクトグラムが表示された車両であれ
ば、自由に持ち込むことが可能である（写真1）。自転
車持ち込みが認められている車両には、必ず自転車
を固定するラックがある。ラックは入り口付近に設置さ
れていたり、通常の乗客用の座席の上部に設置され
ている場合もあり、自転車を利用しない場合は座席を
広げて座ることができる（写真2）。
　駅には改札口がないので、電車から降車後直ぐに
プラットホームから駅の外に自転車を押して移動する
ことができる（写真3）。チェコ鉄道の自転車利用者向
けのパンフレットもあり、自転車利用を促進させる意気
込みが感じられる。このパンフレットは、電車から出る
と直ぐに自然豊かな大地に繋がり自転車利用者のバ
リア （ー障壁）を取り除くというイメー ジが伝えられてい
る（写真4）。
3．自転車専用道グリーンウェイ
　グリー ンウェイ2番ル トーは、隣国ドイツへと続くエル
ベ河沿いの比較的勾配の緩やかな初心者向けの自
転車専用道であるが、自転車の他にロ ラーー スケ トー
やノルディックウォー キングをする市民も多い。町や村
の境界では、途中、自動車道を横断することもあるが、
ほとんど車とすれ違うことはない。このル トーは、森の
中や丘陵地帯にもともとあった小道やエルベ河の土
写真1．自転車ピクトグラム
写真3．Kuks駅プラットホーム
写真2．電車内の自転車固定ラック
写真4．チェコ鉄道の自転車利用者向け
パンフレット
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手を整備して、自転車専用道に整備したものである
（写真5）。自転車専用道が車道と交差する場面では、
車道の下をくぐることにより安全に走行することが可
能となっている（写真6）。
　ル トー沿いには、黄色のル トー番号標識があり（写
真7）決して間違うことはない。途中、飲食店が点在し
ており、観察調査を行った日は日曜日でもあったことか
ら、家族連れや若者グループ、年配夫婦など、幅広い
年代層の客が飲食店にて休憩をしていた。途中立ち
寄ったカフェでは、Wi-Fiが完備されておりスマ トー
フォンなどの端末を利用して現在地を確認したり、走
行距離を調べたりすることもできる。ル トー沿いには、
複数の観光スポットも点在している。観光名所にも
なっているバロック様式のHospital Kuksという、かつ
て軍人用病院として使われていた歴史的建造物で
は、併設されている薬博物館の有料ガイド付き施設
見学も提供されている。ここではガイドに案内されて
博物館内を見学するだけでなく薬作りの体験ができ
るため、滞在時間は比較的長く、周辺には飲食店も
複数あることから消費を促す仕組みができている
（写真8）。その他にも、ル トー沿いには歴史的建造物
が点在し観光者の足を止め見学を促す案内板が設
置されている（写真9）。
　このように、自転車ツ リーズムに必要な、移動の利
便性と連続性、ル トー沿いの飲食施設、情報インフラ
の整備、観光名所の存在など、「あるべきところにあ
るべきものがある」といったスムーズな観光体験を観
光者に提供している。
写真5．エルベ河沿いの自転車専用道
写真7．ルート番号標識
写真9．観光案内板写真6．車道の下を交差する自転車専用道
写真8．Hospital Kuks
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4．鉄道以外の公共交通機関との連携
　グリー ンウェイル トー2番は、エルベ川沿いに整備さ
れた自転車専用道であるが、パルドビッツェ市街地に
近づくとエルベ川を走行する小型船をよく見かける。
郊外から市街地まで小型船で通勤する市民もおり、
自転車利用者のための公共交通との接続を目的とし
たインフラ整備が意図的に計画されてきたことが分
かる（写真10）。
　さらに、市内バスにも自転車を持ち込むことができ
る。バスのステップも非常に低く作られているため、自
転車の昇降も楽であり、公共交通機関と自転車の共
存のための工夫が施されている。公共交通機関との
連携は、市街地に乗り入れる自動車数を規制する狙
いもある（写真11）。
5．市街地の自転車専用道と貸自転車制度
　パルドビッツェ市内における自転車道は、市の公共
交通網の長期計画に基づき整備されつつある。郊外
から都市部への自転車専用道の延伸に加えて、一
般車道の中に自転車走行車線を設けるなど、ネット
ワークを拡大しつつある（写真12）。パルドビッツェ州
では、長期自転車道敷設計画において、自転車道を
含む公共交通網を広げることにより、市内に乗り入れ
る自動車を制限することを目的に掲げている。実際、
旧市街地への自動車の乗り入れは困難であり、町中
の商業地においても一般車両の通行を時間帯を決
めて規制している。プラハやパルドビッツェ市内にはい
まだに路面電車も市民の足として利用されていること
から、町中の自動車での移動は容易ではない。
　パルドビッツェ市を含むチェコ国内6都市において、
Rekolaと呼ばれるピンク色の貸自転車をNPO団体
が運営している。市民から寄付された中古自転車を
ピンク色に塗り替え、無料で貸し出している。Rekola
のWebサイトにて予約を受け付け、番号をもらって鍵
をはずす仕組みとなっている。市内数カ所の所定の
場所で借りて別の場所で乗り捨てができるため、市
街地での移動に適している（写真13）。
　都市部での貸自転車活用のメリットについて、古倉
写真10．エルベ川の小型船
写真11．市内バスのパンフレット
写真12．パルドビッツェ市内の自動車道
写真13．無料レンタル自転車Recola
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（2011）は観光地での回遊手段や車の代替手段とし
てその効用を挙げている。1）しかしながら、貸自転車
の維持・管理、修理費用や人件費など、その運営は
容易ではないことを古倉はフランスのコミュニティサイ
クルの事例を挙げて説明している。チェコの場合にお
いても、同様に無料レンタサイクルの観光利用は経営
的な側面からも課題が多いと言える。観光地にて利
用促進する場合には有料化が条件となるであろうが、
乗り捨てた場所から自転車を移動させるためのネット
ワ クーづくりも必要であることが読み取れる。
6．飲食施設
　自転車ツ リーズムの振興には飲食店の存在が欠
かせない。自転車での移動では、思わぬ事故や自転
車のパンクなど不測の事態が伴う。飲食施設では、
食事や喉の渇きを潤す目的だけでなく、周辺観光地
の情報収集や他の観光者との情報交換、自転車整
備、自身や同行者の体調確認など、安全な走行を行
うためには欠かせない重要な施設である。自転車利
用者にとっては、気軽に立ち寄れる価格帯の軽食メ
ニューやトイレ、簡易なテーブルとイス、そして自転車
を置くラックがあれば十分であろう。加えて、近年では
スマ トーフォン等の端末を利用して現在地を確認した
り、走行距離を調べたりするためにWi-Fiの整備も欠
かせない情報インフラである。
7．周辺施設整備
　パルドビッツェ駅周辺には、様々な形式の駐輪施
設がある。日本でも昨今、可動式の駐輪場やビルの
空室を利用した駐輪場、地下の駐輪場など都市部
を中心に様々な形式の駐輪施設が登場してきた。注4
チェコの駐輪施設は駅周辺にとどまらず、商店街の
歩道に自由に留めたり、高額な自転車の場合は可動
式の駐輪場なども利用されている。可動式の駐輪施
設の近くには、無料の空気入れが備えられていて車
輪に空気を入れたりすることも自由にできる（写真
14・15）。また、郊外の自転車専用道や市街地にもい
たるところに自転車ラックが備えられていることも、自
転車利用者の利便性を高める上で見習うべき施設
整備であると言える（写真16）。
　パルドビッツェ市内の自転車道には、自転車走行数
を自動に数えるソーラー発電式の自転車走行量計
測機もある。一定の速度以上で走るものを自動的に
数えるもので、自転車道に入る市街地に据え付けら
れてある（写真17）。
Ⅲ．都市の自転車ツアー
　チェコ共和国の首都プラハには、観光客向けの
自転車ツアーのオペレーターが数社ある。今回イン
ターネット上で多数の自転車ツアーの販売やレンタ
サイクルを行っているプラハバイクの事務所を訪問
し、運営担当者にインタビューを行った（写真18）。
プラハバイクでは、150台の自転車と15台の電動自
転車を用いて、プラハ市内の観光地を訪問するツ
アーを提供している。Webサイトで募集しているの
は、3時間～半日程度の市内観光ツアーが主である
が、プラハ郊外へ35キロほど走る1日ツアーや5日か
ら1週間程のドイツやウィー ンへの自転車旅行の販
売も行っている。夏場の繁忙期には10名程度のガ
イドが事務所に常駐しており当日の参加予約にも
備えているが、ツアーに参加する人数はさほど多く
なく経営的にはまだ課題も多いようである。宣伝手
段はWebサイトとホテルに配布している観光地図
のみであるため、自転車に乗ることを初めから意図
してきた観光客が対象となり、機会損失をどのよう
に解決していくか問題が多いと言えよう。また、プ
ラハは石畳の道路や坂道が多いことや観光資源
が集中している旧市街地に観光客が溢れているた
め、混雑した町中をガイドと共に自転車で走行する
には適していない。セグウェイと呼ばれる立ち乗り2
輪車をプラハ旧市街地ではよく見かけるが、混雑を
極める観光地では決して安全とは言えない移動手
段である（写真19）。
　旧市街地の中心部にあるツアー事務所もその場
所が非常に分かりにくいため、一般の観光客が地
図を片手に集合場所にたどりつくことは困難を極
める。このように、都市部での自転車ツアーは、一
般の参加者を募り、グループで案内するには、自転
車を楽しむ環境には適していないのではないだろ
うか。むしろ、パルドビッツェ市のような郊外型の
平地を走る自転車ツアーの可能性の方が高いと言
える。プラハ市都市開発担当者の話によると、プラ
ハ市内の自転車と公共交通システムとの接続は難
しく、地下鉄や路面電車への自転車の持ち込みは
制限されている。そのため、観光客が市内の移動
に自転車を利用するための環境は未整備であると
言えよう。
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写真18．プラハバイク事務所入口
写真19．セグウェイ
写真16．様々な形の自転車ラック
写真17．自転車走行量計測機
写真14．パルドビッツェ駅前の駐輪場
写真15．駐輪場利用者用の空気入れ
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Ⅳ．自転車観光振興における行政の関
わり
1．自転車専用道ネットワークの拡充
　欧州をはじめ各国の自転車計画の策定は、国レ
ベルで実施されてきた。チェコ共和国においては、
地方自治体の傘下に組織化されている独立財団を
中心に自転車道整備計画の働きかけを行い自転車
利用促進計画を推し進めてきた。
　チェコ共和国内の自転車専用道は、前述の欧州
全域を網羅するEuroVelo、近隣国との都市と郊外
を結ぶグリ ンーウェイ、都市部の自動車専用道との
併用などに大別される。グリーンウェイは、元来ア
メリカ合衆国東部を南北に縦断する自転車やト
レッキング専用道として1991年に始まったもので、
欧州のユーロベロに追随した自然愛好家達により
立ち上げられたプロジェクトである。中央ヨーロッ
パでも、1990年代にチェコとアメリカ出身者を中心
に、チェコ環境パ トーナーシップ財団（the Czech 
Environmental Partnership Foundation）が設立
され、1998年にプラハとウィー ン間を結ぶ自然美豊
かな田舎道を走る自転車専用道工事計画が策定さ
れた。3）グリ ンーウェイの特徴は、郊外の農村や川
辺、歴史街道なども含めた緑地を走り、持続可能な
自然環境や文化遺産の保全と観光振興を目的とし
ている。さらに住民の健康的なライフスタイルをも
意図し、アウトドアスポーツを通して家族のつなが
りを強めるといった社会的効果を狙っている。パル
ドビッツェ州の場合、州内の自動車専用道整備計
画は観光開発を念頭に進められている。そのため、
道路整備においても利用者の行動視点に基づいて、
飲食施設の誘致、休憩所の整備、歴史遺産への誘
導、看板整備、道路標識、他の公共交通機関との
スムー ズな接続などを提供している。
2．情報提供
　自転車利用者向けのパンフレットの種類も多く
作られている。プラハ市都市開発部では、利用者層
に応じて個別の利用案内を作り、利用者のマナー
向上を推進している（写真20）。また、プラハ市内
では、NGO団体のAutomatを中心に、年に1回の
Bike-to-Workキャンペーンを実施し、企業や行政
職員を対象としたBike-friendly-employee（自転車
利用従業員）の表彰などを行っている。“Prahou 
na kole”のWebサイトでは、市内の自転車道整備
環境やイベントに関する情報を随時提供し都市住
民の自転車利用推進をサポ トーしている。4）
Ⅴ．むすびに
　本調査では、チェコ共和国の自転車と観光振興
の実態を把握し、交通手段としての自転車を用い
たまちづくりや観光振興の現状を把握し課題を整
理した。自転車を活用することによる持続可能な
観光政策について、我が国でも学ぶべき点が多い。
課題としては、都市部の自転車観光に伴う移動の
不便さがまだ未整備であること、公共交通機関と
の連携は長期の都市計画がなくては難しいことが
明らかとなった。Elfferding（2007）らによるドイツ
の自転車ツーリズムの研究では、自転車を利用した
観光振興では、文化、歴史、自然、既存都市などの
魅力的なル トー設定に加えて、行政区域を超えた
組織連携と品質管理の重要性を述べている。5）今
回のチェコ共和国での調査においても、同様の知
見が得られた。
写真20．利用者別のパンフレット
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注
注1　 世界最大の口コミサイトTrip Advisorにおいて
も世界各国の観光者から好評価を得ている。
https://www.tripadvisor.co.jp/　（閲覧日
2015.11.20）
注2　 観光庁「ニューツーリズムの振興」http://www.
mlit.go.jp/kankocho/page05_000044.html（閲
覧日2016.6.20）
注3　 EuroVeloは、ヨーロッパ自転車連盟（European 
Cyclists’Federation）が運営・整備する全欧長
距離自転車道ネットワークである。現在4万5千
キロの自転車専用道路が整備されているが、
2020年までには7万キロの道路網の拡大が予定
されている。http://www.eurovelo.org/home/
what-is-eurovelo/（閲覧日2015.11.20）
注4　 駐輪場運営のヴェロスタ（大阪市）は、ビルの
空室を有料駐輪場にする事業でフランチャイズ
チェーン展開を始めている。日経MJ2015年10月
23日、5面
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